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　去る５月２１日に第８５回の定時総会を無事終えることが

出来ました。

　今回の総会には組織の再編と会費改定を上程させてい

ただき、さまざまご意見を頂戴しながら、未来への歩みを踏

み出すことになりました。

　ここにこの紙面をお借りいたしまして、感謝を述べたいと

思います。ありがとうございました。

　さて、我々土地家屋調査士の業務の大部分を占める不

動産登記制度は、所有者不明土地の解消施策の取り組

み強化によって大きく変革いたしました。今年の４月に住所

変更登記等の義務化により一連の法改正のすべてが施行

することになりましたが、法律改正に至る中で専門家として

の意見が色濃く反映された法律になったことは、連合会、

政治連盟の努力の結果だと思います。関係者の皆様に感

謝したいと思います。中でも調査士法 １条に筆界の専門家

との明記は、長年 3条に記載されている業務内容では判

断しづらかった登記を伴わない筆界確認業務について、こ

の１条に記載されることによりこの分野での専門家である位

置付けが明確になったものとして、これからは我々が世間に

アピールすることにより、筆界に関するさまざまな業務につい

ても我々抜きには行えない、それだけ重要な立場であること

の理解が可能となる大変重要な改正とも言えます。

　このＰＲこそが広報であり、今までは会員向けの広報を主

眼とした、いわゆる内部的広報が広報部、外部的広報は

社会貢献活動として社会事業部が担っておりましたが、こ

れからはこれらの部を１つにまとめ、外部広報も含め積極

的に取り組む体制にいたします。

　その中において業務拡大は重要な課題でもあります。

年々登記事件数が減少する中、従来のような業務範囲で

は少子高齢化が進む我が国においては業務減少に歯止め

がかかることがなく、今世間の注目を浴びることになった未

登記建物の問題も、一時の業務量の増加に繋がりますが、

ある程度未登記建物が解消されれば落ち着きを取り戻すは

ずで、業務量が増え始めている今、新たな業務開拓に打

ち出さなければなりません。それは、狭隘道路解消もしかり、

官民境界確認業務の外部委託もしかり、地籍調査事業も

しかり、筆界確認業務が必須の業務でまだまだ関与出来る

分野は多くあります。それらの積極関与する働きかけを行っ

て行く中でその業務を担っていただける方を増やすことも大

事になります。会員の皆様におかれましては、積極関与を

お願いいたします。

　そのような中、我 を々取り巻く世間情勢は厳しさが増して

おります。物価高騰はなかなか歯止めがかからない中不動

産も高騰しており、新築建物より中古物件への移行も出始

めております。本来なら物価高騰により報酬額も見直さな

ければならない状況となる一方、価格競争となる物件が多

くなるなど報酬額への目も厳しくなる中で、会員皆様におか

れましては報酬額は自由に設定することが前提ではあります

が、土地家屋調査士は一定の知識のある国家資格者であ

りその信頼のもと業務が独占出来ている訳であって、それ

はすべての土地家屋調査士が業務取扱要領に則った業務

を行い一定の品質が確保されると言った世間の信用がベー

スとなっていることを忘れずに、事務所ごとの報酬を定めて

いただければと思います。

　千里の道も一歩から、新たな組織体制で歩みだすことに

なりました我が会も、皆様の支えがあって成り立つ組織であ

ります。役員の成り手不足が顕著になっており部の数と役

員数は減少いたしますが、個々が何らかの形で携わる機会

を増やすことにより未来を担っていただける人材確保にも繋

がりますので、それらも踏まえた組織体制の構築をしたいと

考えております。

　ＡＩの普及が想像を遥かに超えた速度で進化する中、現

場主義的な国家資格者はまだまだ必要とされており、この

世間の流れに乗りながら独自の専門性を活かす働きをする

のが土地家屋調査士の強みとなっておりますので、引き続

きご理解とご協力よろしくお願いいたします。

会 長 挨 拶
兵庫県土地家屋調査士会
会　長 三　嶋　裕　之
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　去る ５月２１日（木）正午からザ・マーカススクエア

神戸において令和 ８年第８５回定時総会が開催された。

　総会は岡﨑総務副部長の司会により山本副会長より

開会宣言がなされ、三嶋会長から挨拶がなされた。

議　　　事

　当日出席会員　１４１名、委任状出席会員　２９４名

　議長には神戸支部安西輝貢会員、副議長に明石支部

戸田清志会員が選任され、三嶋会長及び各部長、委員

長による事業報告並びに会務報告が行われた後、第 １

号議案から第 ４号議案が審議され、全ての議案が賛成

多数により承認された。

第 １号議案　令和 ７年度収支決算報告承認の件

第 ２号議案　令和 ８年度事業計画（案）審議の件

第 3号議案　令和 ８年度収支予算（案）審議の件

第 ４号議案　兵庫県土地家屋調査士会会則一部改正

　　　　　　（案）審議の件

式　　　典

　議事に引続き、式典が行われ、神戸地方法務局長表

彰をはじめ各表彰、多数のご来賓からの祝辞が述べら

れた後、島本副会長の閉会の辞により総会は終了した。

❖ご臨席いただいた来賓

神戸地方法務局	 局　　　長	 井川　　良　様

　　同	 次　　　長	 西村　　隆　様

　　同	 首席登記官	 髙山　広海　様

　　同	 総括表示登記専門官

橋本　清文　様

　　同	 総務課庶務係長	 髙見　祥子　様

兵庫県	 知　　　事	 齋藤　元彦　様

　	 代　　　理	 中村　浩明　様

日本土地家屋調査士会連合会

専 務 理 事	 柳澤　尚幸　様

兵庫県司法書士会	 会　　　長	 野上　英則　様

兵庫県弁護士会	 副　会　長	 内海　陽子　様

兵庫県行政書士会	 会　　　長	 本田　　圭　様

近畿税理士会神戸支部

副 支 部 長	 井上　真一　様

兵庫県社会保険労務士会

副　会　長	 石原　利男　様

兵庫県宅地建物取引業協会

副　会　長	 髙野　正浩　様

日本公認会計士協会兵庫会

副　会　長	 髙橋　潔弘　様

兵庫県不動産鑑定士協会

副　会　長	 梶川　智保　様

兵庫県建築士事務所協会

常 任 理 事	 高原　正道　様

　	 　	

顧　　　問	 衆議院議員	 谷　　公一　様

　	 代　　　理	 渡辺　浩司　様

　　同	 衆議院議員	 西村　康稔　様

　	 代　　　理	 戸田　美和　様

　　同	 衆議院議員	 盛山　正仁　様

　	 代　　　理	 松村　信彦　様

　　同	 衆議院議員	 藤井比早之　様

　	 代　　　理	 友藤　万貴　様

　　同	 衆議院議員	 赤羽　一嘉　様

　	 代　　　理	 治井　邦弘　様

　　同	 参議院議員	 末松　信介　様

　	 代　　　理	 中西　健士　様

　　同	 参議院議員	 加田　裕之　様

　	 代　　　理	 丸山いわお　様

　　同	 県議会議員	 黒川　　治　様
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　　同	 県議会議員	 内藤　兵衛　様

　　同	 県議会議員	 山口　晋平　様

　　同	 県議会議員	 吉岡　　健　様

　　同	 県議会議員	 島山　清史　様

　	 　	

兵庫県公共嘱託登記土地家屋調査士協会

　	 副 理 事 長 	 青木　道人　様

兵庫県土地家屋調査士政治連盟

会　　　長	 安居　正彦　様

兵庫県青年土地家屋調査士会

会　　　長	 岡﨑　啓介　様

❖来賓祝辞

次のご来賓の方々からご祝辞をいただいた。

神戸地方法務局	 局　　　長	 井川　　良　様

兵　庫　県	 知　　　事	 齋藤　元彦　様

代　　　読	 土木部次長	 中村　浩明　様

日本土地家屋調査士会連合会

会　　　長	 岡田潤一郎　様

代　　　読	 専 務 理 事	 柳澤　尚幸　様

兵庫県司法書士会	 会　　　長	 野上　英則　様

顧　　　問	 県議会議員	 黒川　　治　様

　　同	 県議会議員	 山口　晋平　様

　　同	 県議会議員	 吉岡　　健　様

　　同	 県議会議員	 島山　清史　様

❖祝電披露（順不同）

兵庫県行政書士会	 会　　　長	 本田　　圭　様

兵庫県社会保険労務士会

会　　　長	 牧山　浩之　様

兵庫県宅地建物取引業協会

会　　　長	 久内麻佐行　様

顧　　　問	 衆議院議員	 谷　　公一　様

　　同　　	 衆議院議員	 西村　康稔　様

　　同　　	 衆議院議員	 盛山　正仁　様

　　同　　	 衆議院議員	 藤井比早之　様

　　同　　	 衆議院議員	 赤羽　一嘉　様

　　同　　	 参議院議員	 末松　信介　様

　　同　　	 参議院議員	 加田　裕之　様

　　同　　	 県議会議員	 黒川　　治　様

　　同　　	 県議会議員	 内藤　兵衛　様

　　同　　	 県議会議員	 奥谷　謙一　様

　　同　　	 参議院議員	 高橋　光男　様

❖表彰

神戸地方法務局局長表彰

　和泉　宏明（伊丹）　　　　阪本　晃一（阪神）

　長谷川裕城（加古川）　　　矢野　将秀（阪神）

　山田　辰也（神戸）

日本土地家屋調査士会連合会会長表彰

（日本土地家屋調査士会連合会顕彰規程第 ４条）

　向井　明範（神戸）

日本土地家屋調査士会連合会会長表彰

（日本土地家屋調査士会連合会顕彰規程第 ５条）

　浅田　寿之（阪神）　　　　足立　雅幸（東播）

　瓜生　哲也（阪神）　　　　松本　浩一（明石）

日本土地家屋調査士会連合会会長感謝状

（日本土地家屋調査士会連合会顕彰規程第 ７条第 １項第 １号）

　中山　敬一（明石）　　　　春名　英信（神戸）

兵庫県土地家屋調査士会会長表彰

　東　　　陽（神戸）　　　　井上　勝彦（東播）

　岡本　　亮（姫路）　　　　釜江　健太（明石）

　呉本　守男（阪神）　　　　齋藤　秋人（神戸）

　田中　真也（加古川）　　　富澤　誠二（阪神）

　中川　忠士（淡路）　　　　中田　　哲（伊丹）

　福地　正和（神戸）　　　　松岡　博之（姫路）

　森田　公男（但馬）

永年在籍長寿御祝

　浅田　隆夫（但馬）　　　　臼井　孝文（伊丹）

　山根伸一郎（神戸）
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　本日ここに、兵庫県土地家屋調査士会定時総会が開

催されましたことを、心からお祝い申し上げます。

　兵庫県土地家屋調査士会並びに会員の皆様には、平

素から、登記業務を始めとする、法務行政の適正・円

滑な遂行に、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼

申し上げます。

　また、表彰を受けられました会員の皆様は、多年に

わたり土地家屋調査士業務に精励され、土地家屋調査

士制度の充実・発展に大いに貢献されるとともに、登

記事務の適正な処理及び法務行政の運営に寄与されま

した。その御功績は誠に顕著であり、改めて敬意を表

しますとともに、今後の御健勝と益々の御活躍を祈念

いたします。

　本日はせっかくの機会ですので、法務局をめぐる諸

情勢について、不動産登記に関する事項を中心に、若

干、申し述べます。

　近時の法務行政における重要課題の一つが、所有者

不明土地問題の解消です。法務局では、令和 ６年 ４月

にスタートした相続登記の申請義務化につき、国民の

皆様への更なる浸透を図るための周知広報を継続して

まいりました。併せて、相続登記に係る登録免許税の

特例措置の期限延長、職権による住所等変更登記に際

して必要となる検索用情報の申出の開始、より幅広い

公共的事業をも対象とする方向での長期相続登記等未

了土地解消作業の運用見直しなど、問題解決に向けた

取組も進めました。また、本年 ２月 ２日には所有不動

産記録証明制度が、 ４月 １日には住所等変更登記の申

請義務化がスタートしたところでもあります。

　当局では、引き続き、細やかな広報活動を行って制

度の周知に努めるとともに、関係機関等との間で連携

を図りながら円滑な実施につなげたいと考えていま

す。

　次に、法務局地図作成事業についてです。

　法務局地図作成事業の推進は、法務局における現下

の最重要課題の一つです。

　当局では、防災・まちづくり型として、揖保郡太子

町、豊岡市中央町・元町等のほか、本年度からは西宮

市日野町において実施します。また、大都市特化型と

して、神戸市東灘区本山南町地区等において実施しま

す。

　経済の活性化やインフラ整備といった観点のみなら

ず、自然災害への備えという観点からも重要な事業で

すので、引き続き会員の皆様のお力添えを賜りますよ

うお願いいたします。

　次に、筆界特定制度についてです。

　筆界特定制度は、平成１８年 １ 月から開始され、本年

１月で２０年を迎えました。当局は、全国でも有数の取

扱件数となっておりますが、円滑に処理することがで

きておりますのも、皆様が筆界調査委員として、ある

いは、申請人代理人として御尽力いただいている結果

です。この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。

　最後に、登記のオンライン申請についてです。

　これまでも皆様にオンライン申請の積極的な御利用

をお願いしてきたところであり、多くの土地家屋調査

士の皆様にオンライン申請を利用していただいていま

す。毎年、オンライン利用率も向上しておりますが、

オンライン申請の利用は、社会のデジタル化の流れに

沿うものですので、なお一層の御理解・御協力をお願

いいたします。

　結びに当たり、兵庫県土地家屋調査士会の益々の御

発展と、会員の皆様の御活躍、御健勝を祈念いたしま

して、私の祝辞といたします。

祝 辞
神戸地方法務局
局　長 井　川　　　良

令和 ８年 第８5回 定時総会（祝辞）
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祝 辞

令和 ８年 第８5回 定時総会（祝辞）

日本土地家屋調査士会連合会
会　長 岡　田　潤一郎

　本日ここに、兵庫県土地家屋調査士会令和 ８年度定

時総会が開催されましたことに、まずもってお慶びと

お祝いを申し上げます。

　また、兵庫県土地家屋調査士会の皆様におかれまし

ては、日頃から三嶋会長を始めとして、日本土地家屋

調査士会連合会の会務運営にご理解ご協力をいただ

き、厚く御礼申し上げます。

　現在の執行部となって一年が経過しようとしており

ますが、この一年間、役員の一人一人が共通の認識を

もって、令和 ７年度の定時総会で承認いただいた事業

方針大綱に基づき、事業に取り組み、おおむね当初の

目的を達成できたものと考えております。事業遂行に

当たりましては、会員の皆様にもご協力いただき、こ

の場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　さて、近年、相続登記の申請義務化や相続土地国庫

帰属制度の施行、そして本年 ４月 １日から施行された

住所等の変更登記の申請義務化など、国民生活に深く

関わる制度が相次いで大きく変革しております。これ

に伴い、土地家屋調査士を取り巻く環境も、急速な変

化の渦中にあります。相続登記の申請義務化に関連し、

土地家屋調査士業務である表示に関する登記の相談や

依頼形態にも変化が認められ、全ての土地家屋調査士

会員は、この環境を的確に把握し、改革の成果を広く

社会に還元していくことが求められているところで

す。

　同時に、会員一人一人が土地家屋調査士としての職

責を自覚し、制度の歴史的背景と最新情報を共有する

ことにより、「意識の共有」を図り「方向性の共有」

から更に「行動の共有」へと深化させ、土地家屋調査

士制度を国民生活との調和に結び付ける意識こそが、

新時代を切り拓く真の原動力になると確信しておりま

す。

　また、土地家屋調査士が安定した生活基盤を確保し

た専門職として、その使命を果たし続けていくために

は、会員の皆様が適正かつ正確な業務を遂行すること

に加え、業務の質に基づく付加価値を創出し、激動す

る経済環境にも柔軟に対応できる高度な知見と実務能

力を備えることが不可欠であると考えております。当

連合会では、今後も積極的な情報発信と自己研鑽機能

の充実に取り組んでまいります。

　そして、頻発する自然災害への備えとして、平時か

ら危機管理意識を共有し、備えを怠ることなく、安定

した国民生活を支える体制を確立することが、当連合

会及び全国の土地家屋調査士会そして各会員の責務で

あると考えます。

　これらの災害対応はもとより、国策として推進され

るデジタル化をはじめ、社会構造や価値観の変化に機

動的に対応するためにも、土地家屋調査士という職業

の魅力と社会的意義を、より強く、より広く発信し続

けることが大切であるという意識を持って組織運営に

務めているところです。

　土地家屋調査士制度が社会において必要不可欠で在

り続けるには、その期待や要請に適時適切に応えてい

かなければなりません。当連合会は、全国土地家屋調

査士政治連盟との連携を深め、土地家屋調査士制度の

充実・発展に向けて全力で取り組み、役員一丸となっ

て邁進する覚悟でおります。

　最後になりますが、貴会の更なる発展と本日ご列席

の皆様のご健勝とご活躍を祈念し、祝辞といたします。
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●境界確定とは
　よく「境界確定」と表現することが多く、今回の記

事のタイトルにもなっていますが、私は土地家屋調査

士が行うのは「境界確定」ではなく「境界確認」と認

識していました。その理由は簡単にいうと「境界確定」

は行政や司法が行うものと認識していたからです。

　今の時代はわからないこと、専門的なことは本では

なくまずＡＩで調べてあたりをつけることが多いと思

いますので、私も記事を作成するにあたり「境界確定」
と検索してみました。

境界確定とは
Google Chrome AI による概要

　土地の境界確定とは、隣接する土地との境界（筆界）

を測量と話し合いによって明確にする手続きです。土

地の売却、相続、分筆、家を建てる際などのトラブル

防止に必須となります。

筆界確認と境界確定の違いは何ですか？

Google Chrome AI による概要

　「筆界確認」は登記上の正しい境界線（筆界）を確認・

特定する作業を指し、「境界確定」は当事者間の合意

や裁判によって土地の境界を正式に定めることを指し

ます。（引用元　ウチカツ）

具体的な違いは以下の通りです。

１. 筆界確認（ひっかいかくにん）

　目的：明治時代の地租改正以来、登記簿や公図など

を基に決まっている「本来の境界（筆界）」を調査・

確認することです。

　性質：筆界は客観的な資料に基づいて復元されるも

のであり、当事者の合意や実際の使用状況によっ

て勝手に動かせるものではありません。

　　（引用元　信栄ホーム株式会社）

２. 境界確定（きょうかいかくてい）

　目的：土地の境界が曖昧な場合に、隣接する土地所

有者同士の話し合いや測量（立会い）を経て、お

互いの境界を正式に決定することです。

　性質：当事者間で合意に至らない場合は、法務局の

筆界特定制度を利用するか、裁判所の「境界確定

訴訟」によって最終的に決定することになります。

（引用元　ウチカツ）

　まとめると：

　　「筆界確認」は客観的な資料から本来の境界を探

し出すこと、「境界確定」は境界を最終的に決着

させる手続き全般（話し合いや法的措置を含む）

を指します。実務上は、隣家との合意書として「筆

界確認書」などを交わす際に、これらを同義とし

て使うこともあります。

　次に、「境界確定　境界確認　違い」と検索してみ
ました。

境界確定　境界確認　違い
Google Chrome AI による概要

　「境界確認」は、隣接する土地の所有者同士が現地で

境界の位置を確認し合う作業そのものを指します。一

方「境界確定」は、その確認に基づいて測量を行い、

関係者全員が合意した上で「境界確認書」を取り交わ

し、境界線を公式なものにする一連の手続きを指します。

　若干的を射ていないようにも思えたので、他の引用

元をたどると、

　東京会ウェブサイトより

　土地の境界を明確にするということは、ご自身の大

切な資産管理に繋がる、大切なことです。

> 境界確認のための立会とはどのようなことをおこな

うのですか。

　隣り合う土地の境界位置を、それぞれの土地所有者

が確認することを言います。境界の位置について、土

地家屋調査士が法務局等の役所、土地所有者の保管す

境界問題相談センターひょうご　センター長　竹島　丈

境界確定に必要な調査・測量の実務境界確定に必要な調査・測量の実務
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る資料等の収集、現地の調査測量を行った結果を、中

立の立場で土地所有者に説明し、確認を得る作業です。

　調査測量前に境界立会を行い、土地所有者の境界に

ついての認識を調査後、測量を実施し、その後に再度

境界立会を行う場合もあります。

> そもそも境界確認とはなんのために行われるのですか？

　境界の位置を明確にするためです。相続などで土地

を分割するため、分筆登記が必要な場合、境界にブロッ

ク塀等を設置する場合、土地の正確な面積を確認する

場合等が考えられます。

LRTKウェブサイトより

境界確認と確定測量の基本的な違い

　土地に関する実務では、「境界確認」と「確定測量」

という言葉が使われます。どちらも土地の境界に関わ

る作業ですが、目的や成果物、関係者との確認の扱い

が異なります。依頼前にこの違いを整理しておかない

と、必要な書類が揃わなかったり、後から追加の測量

や立会いが必要になったりすることがあります。

　境界確認とは、現地にある境界標、塀、フェンス、

道路、側溝、既存図面などをもとに、土地の境界がど

こにあると考えられるかを確認する行為です。実務上

は、土地の状況把握、隣地との認識確認、工事前のリ

スク確認、簡易的な現況整理などで行われます。境界

確認は、必ずしもすべての隣接地所有者から書面で合

意を得ることまで含むとは限りません。依頼内容に

よっては、現地確認と図面整理を中心に行う場合もあ

ります。

　一方、確定測量は、隣接地所有者や道路などの関係

者と境界について確認し、境界点を測量して、土地の

範囲をより明確にするための測量です。一般的には、

境界確認書、立会い記録、測量図など、後工程で使い

やすい資料を整える目的で行われます。売買、分筆、

建築計画、相続に伴う土地整理など、境界を明確にし

ておく必要性が高い場面で検討されやすい方法です。

　大きな違いは、境界の「確認」にとどまるのか、関

係者の立会いや確認を含めて「確定」に近い状態まで

整えるのかという点です。境界確認は状況把握の性格

が強く、確定測量は権利関係や後続手続きに使う前提

が強くなります。ただし、確定測量という名称であっ

ても、すべての法的問題や隣地との紛争が当然に解決

するわけではありません。地域の運用、土地の履歴、

道路管理者の扱い、隣接地の状況によって進め方は変

わるため、名称だけで判断するのではなく、何を成果

として求めるのかを明確にすることが大切です。

　土地家屋調査士会等のウェブサイトでは、東京会、

神奈川会、栃木会、岡山会、千葉公嘱、兵庫公嘱は「筆

界（境界）確認」と表記され、日調連、三重会、福岡

会、新潟会、愛知会、香川会、宮城会は「境界確定」

と表記されています。

　確証を得ることができないため、元の日本語の意味

を調べるために、「確認　確定　違い」で検索すると、
下記が示されました。

確認　確定　違い
Google Chrome AI による概要

　「確認」は、事実や内容を「たしかめること（調べ

ること）」を指し、「確定」は、たしかめた上で変更で

きないように「はっきりと決めること（決定すること）」

を意味します。

具体的な違い

１. 確認（かくにん）

　意味：状態やデータが正しいか、間違いがないかを

見て確かめること。

　特徴：あくまで「現状どうなっているか」を認識す

るプロセスです。

　例：「スケジュールの空き状況を確認する」「間違い

がないか書類を確認する」

２. 確定（かくてい）　　　　　　　　　　　　　　　　

　意味：複数の選択肢や未定の状態から、もう変更で

きないように決定すること。

　特徴：「確認」して問題がないと分かった後、最終

的な結論を出す・固定するアクションです。

　例：「旅行の予約を確定させる」「予算を確定する」

　　「確定申告」

　調べても結局は的を射ていないようにも思えます

が、以降はAIに頼ることなく本題に入りたいと思い

ます。
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●境界確定に必要な調査
　前置きが長くなりましたが、現在は筆界確認が不調

になった場合等は筆界特定制度を利用することが選択

肢の一つとなりました。筆界に関する測量調査はこの

制度で用いられている手順、また筆界特定調査員に任

命された皆さまが行う手順および検討手法・調査内容

を踏襲すれば、概ね筆界に関する測量の際、調査不足

に陥ることは無いと思います。

　しかしながら、この全ての手順等を、測量の依頼が

あった全ての現場で行うことは難しいので、我々土地

家屋調査士としての判断で取捨選択をすることになり

ます。

　立会及び境界標設置のみ必要で書類取交不要の内容

での仮測量・境界標復元依頼があった場合は、作業の

範囲および免責事項について十分依頼者に説明した

うえで、将来に地積更正等が必要になった場合、追

加で確定測量等の依頼があった場合に自分が（もちろ

ん他の方が測量をされる場合も）困ったことにならな

いよう、また将来隣接地から依頼があった場合に喜ん

で受任できるよう、いかなる依頼内容でも境界標を設

置する際は事前に十分に検討を行うことが必要と思い

ます。

　筆界特定が完了した後の筆界特定書には、下記の順

で調査・検討・判断内容が記載されます。皆さまの現

場でも、現地立会時の説明、質問があった際の回答の

根拠、将来隣接地から依頼等があった場合の備忘録と

して有効ですので、依頼があった現場および作業・検

討内容に応じて、取捨選択を行い対応いただければと

思います。

　下記内容は私が担当した新入会員研修会のレジュ

メ、私が受講した筆界特定調査員向けの研修のレジュ

メを引用、追記しています。筆界特定、申請地（人）、

甲、対象土地（人）、乙、関係土地（人）、の表記があ

りますがそのまま記載しています。

意見（境界がここであると判断したこと）の内容

１. 申請人らの主張

２. 対象土地の占有状況

3. 対象土地及び隣接地等に係る地図又は地図に準ず

る図面の状況

４. 対象土地及び隣接地等に係る地積測量図の状況

５. 対象土地の公簿面積及び実測面積

　→下記記載のとおり、実測面積および差異について

は依頼者以外に示して良いか否かは慎重な判断を

要します。

意見（境界がここであると判断したこと）の理由

　→皆さまがいつも行っている立会の際に説明してい

る内容になります。後でみても経緯や根拠がわか

るよう、成果・交付用図面とは別の検討図に記載、

保管しておくと、将来の問い合わせ等に対応する

ことが容易になるかと思います。

１．申請人らの主張

　調査で、聞き取ったものを整理する。主張する筆界

の位置、その根拠。筆界を認識した時期。

２．申請地の占有状況

・境界付近の構造物、地形等の状況。

・占有地の利用状況。

・占有界の沿革、構造物の設置時期など。

3．申請地及び隣接地等に係る地図及び地図に準ずる

図面

3 - １ 		字限図区域

・字限図の形状と現況の対比。

・和紙公図に張り付けている半紙、分合筆による筆界

線の手入れの仕方。

・和紙公図と地元自治会等が所有する古図の対比。

3 - ２ 		国土調査区域（土地改良・圃場整備区域も含む）

・国土調査図の作成時期、図解法、数値法など。（昭

和６０年前後で作成方法が変わる。）

・地図根点が残っていれば、その座標値からの検証。

・広範囲の土地形状が合致しているかの検証。

・地図情報化された地図は、加工されたもので、国土

調査図原図との対比。

・国土調査前の字限図とどこまで整合しているかの検

証。

3 - 3 		区画整理図等

・区画整理図が作成された時期。
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・区画整理図の辺長の検証。

・街区角折れ点からの整合。

４．本件対象土地及び関係土地に係る地積測量図の状況

・一元化前の分筆による分筆申告図の有無の調査。使

える、使えないの判断は慎重に。

・地積測量図等に復元能力があるか。

・三斜の数値から、座標化するのは危険。（面積調整

で記載されていることも）

５．公簿面積と実測面積の検証

・関係土地の実測面積と公簿面積の検証。（可能な場

合）

　→検討出来る場合は、それを行うことは重要ですが、

隣接地等に仮面積を伝えるか否かの判断は特に配

慮が必要です。場合により一切進捗しない可能性

もあります。また数値はあくまでも仮のもので確

定した内容ではないにもかかわらず、強い印象を

もたれてしまう場合もあります。

・関係土地以外の周辺土地の面積測定による検証。

　（可能な場合）

６．その他

６ - １ 		既存境界標

・境界標の種類、地図、測量図との整合性。

・関係人の認識、境界標の設置時期の聞き取り。

・周辺地域の境界標種類との対比。

・既存境界標は移動している場合もありますので、移

動の有無を検証。

６ - ２ 		空中写真

・各年代の利用状況。

・占有界の沿革。

・地目の沿革。

６ - 3 		グーグルストリートビュー

・１０年ぐらい前までの、道路面の状況を 3次元的に閲

覧できる。

６ - ４ 		関係人が所有する資料

・関係人所有の売買契約書に添付されている測量図の

確認。

・建築確認図面。（筆界の概念が無いものも有る）

・越境物の覚書、金銭による清算の有無。

７．本件筆界の検討

・調査した関係人からの聞き取り、各種資料の論点を

整理し、本件筆界を特定する。

・どの資料を重要視したのか、結論に至った理由をわ

かりやすく表現する。

７ - １ 		申請人らの主張

・主張は、筆界か所有権界か。

・元々は親族関係ではないか。

・関係資料との整合性。

７ - ２ 		対象土地の占有状況

・申請人の主張と関係資料との整合性あるか。

７ - 3 		本件対象土地及び関係土地に係る地図及び地

図に準ずる図面

・地域区分により、どの公図を重要視したか。

・重要視した公図の種類及びその理由。

・関係人の証言、占有状況との整合性の検証。

７ - ４ 		本件対象土地及び関係土地に係る地積測量図

の状況

・実測辺長との整合性の検証。

・関係人の証言、占有状況との整合性の検証。

７ - ５ 		公簿面積と実測面積の検証

・地租改正時の面積は、その当時の測量方法など一定

の誤差が存在している。

・関係土地外や周辺の状況などから面積を筆界特定の

資料として採用するかは、慎重に検証する必要があ

る。

７ - ６ 		その他

・関係人からの聞き取り、各資料との整合性を確認す

る。

８．検討図の作成（立会前と立会後にそれぞれ作成保

存しておく。将来の備忘録に）

・主要構造物などの記載。（甲ブロック塀、乙石積など）

・地積測量図等の辺長との対比。

・関係人の主張する筆界線、本件筆界をそれぞれ記載。

・検討するための基準となるものを記載。
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●境界確定に必要な測量
　測量の技術的なことは触れません。私に測量技術の

解説を求められているわけではないと思いますので、

詳しい方に改めて解説いただきたく思います。日々の

測量においての精度管理、現場作業で私が心がけてい

ることを記載したいと思います。

①測量前の近隣挨拶

　→後日境界立会の協力が必要な隣接地には、できれ

ば現地仮測量を行う前に、簡単な挨拶文書をもっ

て訪問し挨拶を済ませておきたいです。その際に

立会日程調整を行う際の連絡先もお伺いできれば

と思います。測量中にばったりとお隣様にお会い

した際に、持たれる印象がまったく異なると思い

ます。事前に隣接地にアポイントを得て測量挨拶

に訪問することはもっとも望ましいものの非常に

少ないと思いますが、不在の際に書類を投函する

か、又はお会いできるまで訪問するかの適否は、

依頼者と隣地様の関係、または皆さまの状況およ

び御判断に依ります。もちろんお会いできること

が最善です。

②境界と思われる箇所に印やマークが無いか、可能な

状況であれば少し掘って（土をはらって）みる。

　→地中にありそうな場合に掘ってよいか否かは、隣

接地に配慮が必要と考えます。隣接地に立ち入る

場合は、事前に了承を得る必要があります。境界

付近での作業は十分に配慮しないとこれからの境

界確認作業に支障をきたすことになりますので、

了承を得た後に行います。杭等を発見出来た場合、

測量後の検討や立会時に非常に有効となる場合が

あります。モルタル等のはつりが必要と思われる

場合の作業は、立会後または了承を得てからです。

③器械点を移動する前に後視点を最後に見て、測量中

の角度のズレ、チルトを確認する。

　→後視点を最後に見てゼロのままであることはほと

んど無くても、ズレが許容範囲か否かを確認しま

す。測量中に器械の移動が無いか（測量精度が確

保できているか）、誤った位置を後視点にして観

測を行っていないかを確認する意味があります。

夏場はアスファルトが柔らかく、また三脚がアル

ミ製の場合は伸縮の影響を把握するため、器械を

設置した最初と移動前の最後でどの程度ズレが生

じているのかを把握します。あまりに大きい場合

は、最後のほうのデータは良くないと知っておく

ことが大事です。場合によっては再測量の判断を

その場で行うことができますので、何も知らずに

持ち帰り、データ計算を行った後に悩む要因を減

らすことができます。

④極力、測量チェック点を設ける。

　→異なる器械点から同じ点（鋲、又は任意に設置し

た仮印）を見て、座標のズレを確認します。これ

もゼロになることはほとんど有りませんが、許容

範囲か否かを確認します。街区を回して器械点を

５～ ６点設定することも有ると思います。道路で

あれば閉合計算を行うことも出来ますが、背割り

線に該当する箇所やブロック塀等で遮られ、器械

点同士の視通がきかない場合も多く有ります。閉

合計算が出来ない路線の場合でも、異なる器械点

（出来れば最も離れた器械点同士）から観測した

測量チェック点の座標差が数ミリであれば、測量

に問題ないことが確認できます。特に高さのデー

タを求められている場合は、境界標設置後の対辺

測量での辺長点検が出来ないので、より多くの測

量チェック点を設け、高さの精度チェックを都度

行うほうが、より安心できると思います。閉合計

算を行った場合でも、各器械点に誤差配分された

後の測量チェック点がどの程度ずれているか、閉

合計算を行わない場合との差異はどの程度有るの

か、確認することが出来ます。

⑤住宅地の場合は作業時間に配慮する。

　→特に朝方は近隣の感情を損なうことがあるので、

その可否を十分ご検討ください。

⑥立会前の仮復元は立会当日に行わない。　

　→想定した位置にこない場合や、復元計算が適当で

ないことが仮復元で分かる場合が有ります。立会

までの時間がないと、復元の根拠や理屈を立て直

すことが困難な場合もあります。または境界標や

ペンキ等、設置跡を予期せず発見し、新たに復元

の根拠や理屈を整理する必要が生じる場合も有り

ます。

⑦立会時に設置予定の杭の種類を見てもらう。
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　→状況にもよりますが、コンクリート杭、金属標、

金属鋲を設置することの了承、コンクリートカッ

ターやドリルを使用する必要がある場合は事前の

了承、ブロック塀が共有の場合は共有物上に境界

標を設置することの了承をいただく必要がありま

す。

⑧立会者名簿に署名いただく。

　→登記住所と現住所が異なる場合は、住民票等を先

方でご準備いただけるのか当方で取得することの

可否および了承を得る必要があります。本人確認

書類の種類および方法についても立会時に了承を

得ておきます。

⑨復元測量の際は後視点の距離チェック、他の既知点

の復元から行う。

　→誤った位置に復元していないか、座標データが現

地と合致しているか、また想定される誤差の範囲

内かを確認する意味があります。

⑩復元測量の最後は点間距離のチェックを行う。

　→測量が完了し成果品を納めた後は、誰かが必ず辺

長を確認することをご認識ください。その際に「辺

長が異なる」と言われないよう、必ず最終図面の

辺長と現地の辺長が合致しているか、ご自身で確

認してください。辺長が正しいことを確認した場

合でも、将来誰かが工事を行った際に杭が撤去さ

れ、その後に誰かが勝手に杭を復旧して辺長が合

わないと万一言われた場合でも、自信を持って抗

弁できるよう、皆さまが資料を整えて保管いただ

きたく思います。

⑪杭入れやドリルを使用する際、埋設物に注意する。

　→古い杭、ライフライン、電線等を破壊しないよう

に注意しましょう。ダブルスコップやバールを使

用する際は勢いをつけて力任せに掘削しがちです

が、こちら側が何か大事なものを壊すことがない

よう注意が必要です。

⑫カッターを用いる際、破片の飛ぶ方向に注意する。

　→破片が飛散して車や窓ガラス等、何か大事なもの

に当たらないように、十分に注意する必要があり

ます。場合により自分の体に破片等が飛ぶように

したほうが良い場合もあります。ご自身の体（特

に目）も守る必要があるので、メガネをかけたほ

うが良いと思います。私もコンクリートカッター

使用中にコンクリートの破片でメガネに傷を付け

たことが有ります。

⑬新設杭の見栄えに配慮する。

　→新設杭が汚れていると正しい位置であってもネガ

ティブな印象を与えてしまい、とても勿体無いこ

とと思います。埋め込みプレートの場合は、少な

くとも設置直後はピカピカにして写真撮影をしま

しょう。既設杭もきれいに掃っておくと印象が良

いと思います。

⑭境界写真の撮影の角度に配慮する。

　→撮る角度によって正しい位置なのにズレて見えて

しまう場合があります。改めて説明を求められる

場合があり、とても勿体無いことと思います。

⑮ブロック塀が傾いていないか十分に注意する。　　

（下記に写真有り）

　→ブロック塀上に境界標を設置する場合の注意点と

して、ブロック塀が傾いていないか十分に注意す

る必要が有ります。例えば１０cmブロック塀が ５cm

傾いていると、境界はブロック塀外側でも設置位

置がブロック塀中央となるため、かなり印象が変

わります。その際は、下げ振り等を使用して本来

の位置に設置出来ていることを、わかりやすく申

請人及び隣接地所有者に伝える必要があります。

ブロック塀の工事前
ブロック塀上の
中央付近に金属標

（下げ振りを使用　 ２つの写真は同じ位置の境界です）

ブロック塀の工事後　
ブロック塀下の
地盤面に金属鋲
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　令和 ８年 ６月１６日（火）および１７日（水）の ２日間、
東京ドームホテルにおいて、日本土地家屋調査士会連
合会による第８3回定時総会が開催されました。
　連合会総会の構成員は、全国５０会の単位会ごとの会
長と、各単位会から選出された代議員をあわせた１５０
名からなり、代議員の数は各会の会員数に応じて割り
当てられています。
　兵庫会からは、三嶋会長と、代議員として島本副会
長のほか、常任理事のうち初めて代議員となる福田業
務部長、志積社会事業部長および研修部長の阪本が出
席しました。
１日目は午後 １時3０分に開会し、岡田連合会会長の

挨拶の後、議事に先立ち法務大臣表彰状授与があり、
兵庫会からは安居正彦相談役が受賞されました。
　その後、会務報告に引き続き、議事において午後 ５
時まで活発な議論が重ねられました。
　午後 ６時3０分からの懇親会では、平口洋法務大臣か
らご挨拶をいただいた後、与野党の多くの国会議員の
方々から、土地家屋調査士の活動に対する感謝と称賛
のお言葉を賜りました。
　懇親会の後には二次会もあり（もちろん自費でした
が）、他会や連合会の役員の方々と親睦を深めること
ができました。

２日目は午前 ９時より議事が再開し、事前に各単位
会から提出された７８件の質問・要望事項について連合
会から回答がありました。その後、全ての議案が可決
され、１２時に閉会しました。
　これまで連合会の総会がなぜ ２日間にわたるのか疑
問に思っていましたが、北海道（札幌・函館・旭川・
釧路の ４単位会）から沖縄県まで全国の土地家屋調査
士が集まるため、皆が同等の移動条件で会議に参加で
きるよう、初日の午後と ２日目の午前という日程が組
まれているのだと納得できました。
　あらためて、皆様の代表として連合会の総会に出席
したことに責任の重さを感じておりますが、同時に大
変貴重な経験となり、有意義な時間を過ごすことがで
きたと満足しております。 （研修部長　阪本　晃一）

日本土地家屋調査士会連合会
第83回定時総会トピックス

安居正彦相談役が法務大臣表彰を受賞されました。おめでとうございます。
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２０２６年 3 月１７日、本会において「開業セミナー」を

実施しました。今回は、これから開業を目指す ２名の

参加者を迎え、相談員として庄広報部長、梅田副部長、

樋口理事、齋藤広報部員（私）の計 ４名で対応いたしま

したので、その内容と当日の様子をご報告いたします。

セミナー概要と当日の流れ
　今回のセミナーは以下のプログラムに沿って進行さ

れました。

　①兵庫県土地家屋調査士会について（１０分）

　②入会手続きについて（１０分）

　③業界の現状・開業に必要な機材・実務の内容等

　　（3０分）

　④現役土地家屋調査士の体験談（２０分）

　⑤個別相談（3０分）

　①および②の概要については本会事務局より説明を

行い、その後の③～⑤の実務的なパートは、我々相談

員が業界の現状や開業に必要な機材、実務内容、そし

て現役調査士の体験談をお伝えしました。

　⑤の個別相談は個別のブースに分けず、参加者双方

の疑問点や不安点を共有しながら多角的なアドバイス

を行うため、参加者 ２名と同席する形で同時に相談を

受ける形式をとりました。

　今回は、経歴も年齢層も全く異なる ２名の方にご参

加いただき、それぞれ調査士業界への期待と不安を率

直に語ってくださいました。

1. Ａさん（30代男性・不動産会社勤務・実務経験なし）
　不動産会社勤務ということで土地家屋調査士の大ま

かな仕事内容は知っているものの、実務や測量の経験

は全くない状態でした。そのため、開業に向けて自分

が何をすれば良いのか分からない、そもそも本当に開

業できるのだろうか、という大きな不安を抱えられて

いる様子でした。Ａさんは建物だけでなく土地の業務

もやっていきたいという希望をお持ちでしたが、測量

経験が全くない状態での開業は、不可能ではないもの

の後々かなりしんどくなってしまいます。そのため、

まずは調査士事務所で実務経験を積むことから始めて

みてはどうか、とアドバイスをさせていただきました。

2. Ｂさん（50代男性・調査士事務所勤務経験あり・
　  現在設計関係）
　過去に調査士事務所での勤務経験があるものの、現

在は設計関係の仕事に従事されており、調査士業務か

らは少しブランクがある状態でした。業界の最新トレ

ンドや、DX化が進む現在の「業界のリアルな現状」

が見えにくくなっており、かつ年齢的な面も含めて独

立開業への一歩を踏み出すことに不安を感じておられ

ました。

　過去の勤務経験は大きなアドバンテージであるた

め、まずはブランクを埋めるための情報収集が鍵とな

る点をお伝えしました。最新の測量機器の動向やオン

ライン申請の普及など、現在の業界の現状を丁寧にお

答えしつつ、経験者だからこそ「一歩を踏み出す勇気」

を持っていただけるよう、現役ならではの体験談を交

えてエールを送りました。

　また、相談の中でやっぱり気になるのが「先立つも

の（資金）」のお話です。相談員の間でも「今、実際

に開業資金って一体いくら必要なんだろう」という話

になり、昨今の物価高の影響もあってか、改めて計算

してみて出てきた数字は、概算とはいえ現役の私たち

でも思わず困惑してしまいました。今の時代に新しく

開業することの大変さを、相談員一同も身に染みて実

感する時間となりました。

　今回のセミナーを通じ、資格取得後の「実務経験の

有無」や「ブランク」が、開業への大きな心理的ハー

土地家屋調査士開業支援セミナー土地家屋調査士開業支援セミナー土地家屋調査士開業支援セミナー
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ドルになっていることを改めて実感いたしました。

　未経験から挑戦しようとする若い力（Ａさん）や、

経験を活かしてリスタートを切ろうとするベテランの

力（Ｂさん）は、これからの調査士業界にとって非常

に貴重な存在です。我々兵庫県土地家屋調査士会とし

ては、今後もこうした志を持つ方々が安心して一歩を

踏み出せるよう、伴走型の支援と情報発信を続けてま

いりたいと思います。

　会員の皆様におかれましても、もし身近に開業を志

す方や、実務経験を積む場を探している方がいらっし

ゃいましたら、ぜひ当開業セミナーをご紹介いただけ

れば幸いです。 （神戸支部　齋藤　秋人）

(有)システム測器
078-592-8585
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暑中お見舞い申し上げます
令和８年　盛夏
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報告者　西播支部　庄　雅宏　

日		時　令和 ８年 ２月２７日（金）１６：００～２０：００

会		場　いこいの宿 赤穂ハイツ（兵庫県赤穂市）

　兵庫県 西播支部と岡山県 津山支部・備前支部の

3支部は、県境ではありますが隣接するご縁から、

昨年に続き「県境 3支部合同交流会」を開催しました。

　第 １回となる昨年は津山支部にお世話になりました

ので、第 ２回となる今回は、西播支部が幹事を務めま

した。

　今回の交流会について、岡山県土地家屋調査士会　

広報部長で津山支部所属の坂田弘美会員からもご報告

をいただいておりますので、文章を一部ご紹介します。

岡山からのレポート
報告者　津山支部　坂田　弘美

　「兵庫県 西播支部、岡山県 津山支部 備前支部の 3

支部は県境で接しているご縁から、昨年に引き続き『県

境 3支部合同交流会』が開催されました。今回は西播

支部のご担当により、赤穂市の『いこいの宿 赤穂ハ

イツ』にて行われました。

　第 １部の意見・情報交換会は、兵庫会 三嶋会長、

岡山会 眞田会長の挨拶に始まり、参加者の自己紹介

へと続きました。昨年は自己紹介に思いのほか時間が

かかったこともあり、今回は皆さん簡潔にまとめられ

ました。それでも ２回目の開催とあってか、終始和や

かで打ち解けた雰囲気に包まれていました。

　協議テーマとしては、現場の困りごとの共有、法務

局・行政との連携および運用ルール、業務効率化とデ

ジタル化への対応、事務所経営と業界の将来の ４点が

挙げられ、古い地籍図の地図訂正や地積更正登記、古

い未登記建物の表題登記、同一家屋番号の取扱いの違

い、マンホールを引照点として使用できるかどうかな

ど、県境ならではの話題が多く出されました。

　第 ２部は懇親会です。おいしい料理とお酒も手伝っ

て、支部の垣根を越えた交流が深まり、あっという間

にお開きの時間となりました。

　今回の交流会を主催してくださった西播支部の皆様

に心より感謝申し上げます。」

西播支部 北川昌彦支部長からひと言
報告者　西播支部　北川　昌彦

　坂田会員のレポートのとおり、同じ資格で業務を行

っているにもかかわらず県境を挟んだ運用の違いが大

きいことに驚かされます。官民境界協定業務の実情、

相続土地国庫帰属制度、土地家屋調査士の現状と報酬

など、多岐にわたるテーマについて率直な意見交換が

でき、西播支部にとっても大いに刺激となる交流会と

なりました。

　次回は岡山県 備前支部が幹事支部となる予定です。

今後も県境 3支部の連携を深め、地域の皆様の不動産

取引の安全の確保と財産の明確化に貢献してまいりた

いと思います。

県境 ３支部合同交流会
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通算300回開催  KC 会の歩みについて

　「令和 ７年度 第 １回HTC会」が令和 ７年１１月２２日

（土）に、神戸支部ゴルフ同好会（KC会）と合同開催

されました。

　共催となった神戸支部ゴルフ同好会は、当日の開催

をもって、なんと第3００回目の記念開催となるそうで

す。概ね ２か月に １度のペースで同好会を開催されて

いるとのことですが、そうすると第 １回目の開催はい

つのことなのでしょうか？　お調べいただくと、なん

と記念すべき第 １回目の開催は、昭和４９年 3 月１５日と

のことでした。まだお生まれになっていない会員の方

も多いのではないでしょうか？　改めて、神戸支部ゴ

ルフ同好会の歴史を感じると共に、兵庫会の歴史をも

感じることが出来ました。

　さて、今回のHTC会の開催コースは、「センチュリ

ー吉川ゴルフ倶楽部」となります。豊かな自然に囲ま

れた丘陵地に広がる１８ホールは、７０００ヤードを超える

距離を誇り、約８０ヤード幅のフェアウェイは解放感に

あふれています。平坦ながら変化のあるコースは、公

式トーナメントの開催にも対応できる戦略性を備えて

おり「プロシニアツアー第一生命カップ」や「デサン

トクラシックマンシングウェアカップ」などの開催実

績を持つトーナメントコースです。

3０名以上もの会員に参加していただき、ゴルフの力

量は様々ですが、幸いにもお天気に恵まれ、同伴者と

の会話も弾み、ナイスプレーを称えあう声や笑い声も

至る所で聞こえてきて、各々のゴルフを一日堪能する

ことができました。

　プレーの終了後は、神戸駅

近郊へと場所を移し、表彰式及

び懇親会を開催いたしました。

　 １日のプレーを振り返りな

がら、美味しい食事とお酒で笑

いの絶えない会食となり、同時

にプレーの成績発表も行われ

成績上位者の栄誉を称えることが出来ました。

　懇親会の最後には、神戸支部

ゴルフ同好会の第 １回創設メ

ンバーでもありながら、まだま

だ現役プレーヤーとしてご活

躍されている井本須美尾会員

に対して、今までの感謝とこれ

からの更なるご活躍を祈念し

て、参加者一同から記念品が贈呈されました。

　HTC会はゴルフをされる方でしたらレベルを問う

ことなく参加していただける同好会です。日頃の業務

ではお話しする機会のない各支部会員とも一日楽しく

過ごすことが出来ます。ゴルフは得意じゃないし参加

しても大丈夫かな？と思われている方、ぜひ次回の

HTC会にてお待ちしております。

（神戸支部　志積　功嗣）
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政治連盟だより政治連盟だより

兵庫県土地家屋調査士政治連盟
会　長　安居　正彦

　平素は政治連盟の活動に対してご理解とご協力を頂
きありがとうございます。
　まず、 3月２６日に兵庫県土地家屋調査士政治連盟の
定時大会が開催され、毎年お伺いしている、アンケー
ト調査の結果をご報告いたします。
　令和 ８年（第２６回）定時大会アンケート集計結果　
回答数７５件　※複数回答含む

Q. 1  業務拡大として国、県等に特に要望したい事項
はありますか。
・地籍調査への参画　　　　１４件
・１４条地図作成業務の拡大　２１件
・境界明示補助業務　　　　２４件
・狭隘道路業務　　　　　　２3件
・その他　　　　　　　　　 ５件
　（基準点の整備、官民申請のオンライン化、道路内
民有地の解消、相続土地国庫帰属法に伴う業務の
拡大、義務化されている表示登記の順守）

Q. 2  現在、特に危機感を感じているものをお選びく
ださい。※複数回答あり
・報酬額の低廉化　　　　４５件
・測量業者との業際問題　１3件
・その他　　　　　　　　 ８件
　（土地家屋調査士の認知度の低さ、人手不足、調査
士の高齢化と若手会員の不足、物価高騰に伴う業
務の減少）

政治連盟へのご意見等
・政治連盟からの定期的な活動報告
・土地家屋調査士の入札参加
・公共業務の低廉化解消
・土地家屋調査士報酬額の適正化

　以上のご回答をいただきました、ご協力ありがとう
ございました。

　また、定時大会において会員より質問、ご意見いた
だきました内容については、以下のとおり回答いたし
ました。（当連盟のHPは兵庫県土地家屋調査士会HP
にリンクされておりますが、サイトアドレスは以下の
とおりです。
http://www.chosashi-hyogo.or.jp/forum/seiji/index.
htm
　アンケート結果及びご意見を真摯に受け止め、今後
も会員に寄り添った活動を今後も進めてまいりますの
でよろしくお願いいたします。
　現在当連盟の主な活動は、業務の拡大として「狭隘
道路解消」に向け、本会社会事業部との連携により、
議員を対象とした勉強会の実施、そして、「官民境界
確認業務の外部委託」「報酬額の適正化」を目指し、
政党が実施する政策要望懇談会に要望書を提出し出席
議員に訴えています。
　「狭隘道路」は、消防車の出動、救急車の通行、デ
イサービス、障害者や児童の福祉施設の送迎等に大き
な支障をきたし、住民の安心、安全の弊害となってい
ます。また、火災時の延焼を止めにくく、避難経路が
確保しにくいなど、都市のレジリエンスが低下します。
自治体によって、積極的に解消に取り組んでいる自治
体もありますが、温度差があることは否めません。予
算化していただくためには、議会で多くの議員に訴え
ていただく必要があると考え、勉強会開催を提案して
います。
　「官民境界確認業務の外部委託」は、県内でいくつ
かの自治体が委託していますが、多くの自治体で業務
負担が課題となっていると思われ、土地家屋調査士の
更なる業務の拡大につながっていきます。
　「報酬額の適正化」は、２００3年公正取引委員会が、
士業の報酬統制は競争を阻害するとして報酬規程が撤
廃、法務省は業界の自主性に委ねる姿勢に転換しまし
た。連合会では報酬の目安を示していますが、法的拘
束力がありません。しかし我々の業務報酬は、専門的
な知識や技術に対する対価であり、適正な報酬が適正
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な業務執行につながります。
　全国土地家屋調査士政治連盟と連携し、議員を通じ
て関係機関に訴えていきます。
　政治連盟の活動は、賛同会員の会費により成り立っ
ており、その活動は、土地家屋調査士業務の安心、安
定を目指すと共に、将来もこの資格を維持、発展させ

ていくためのものです。政治連盟は、個人的な思想信
条や政治理念に関係なく、会員のためにある組織であ
ります。一人でも多くの会員の支えが必要です。どう
かご理解いただき更なる賛同者をお待ちしておりま
す。
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色々変わりますね

　世界情勢・株価などグローバルな観点、土地家屋調
査士を取り巻く環境など、身近な観点でも目まぐるしい
変化の毎日が続いています。
　毎日というわけではありませんが、自身も色 と々変わっ
たのかなあ。と思ったりすることがあります。
　趣味ひとつにとっても、１５年くらい前まではゴルフ一
択で、毎日のようにゴルフのことを考え、クラブを握らな
い日は無いんじゃなかったかと思いますが、最近はお誘
いいただくゴルフコンペに参加するか、家族旅行で愛娘
と遊びながらプレーするくらいでラウンド回数もかなり少
なくなりました。
　１０年ほど前から始めた釣りは今でもハマってます。父
の血をひいたのか、鰤が大好きなのと、エサを触るのが
苦手なので、ルアーフィッシングのジギングをメインに楽し
んでいます。そこから、ルアーフィッシングで楽しめるタコ・
イカ・タイなど、魚種が増えていき、今ドハマりしている
のはヒラマサです。
　ルアーを水面を滑らせるように動かして釣るのですが、
魚が捕食する瞬間を目視することができるのでヒットした
時は大興奮です。その後の暴力的な引きの強さも醍醐味
で同じサイズの鰤とでも雲泥の差があります。
　最近、ニュースにも取り上げられることがありますが、
クロマグロが近海でも釣れるようになりました。温暖化
などが要因なのでしょうが、豊岡や和歌山は人気になっ
てきていますし、小さいものなら明石沖でも目にすること
があります。釣れませんでしたが、豊岡でクロマグロが
飛び跳ねているのを見たときは、冷蔵庫が飛んでいるよ
うで少し恐怖を覚えました。一度は釣りあげてみたいで
すね。ご興味のある方は是非、ご一緒しましょう。
　ターゲットにする魚種が増えると揃えないといけない道具も
増えて大変な部分もあります。魚種一つに対してゴルフ
セットを用意するような感じですかね。ですので、通販な
んかも駆使しながらお気に入りの道具を探し、家族に隠
しながら揃えていくスリルも楽しみのひとつになっています。
　良く言われるのが、 ４～ ５ 年前くらいからかと思いま
すが、夜のクラブ活動がめっきり少なくなりました。それ
はそれで体にも良いような気はするのですが、ご贔屓に
させていただいていたお店なんかから、あいつは野垂れ
死んだのか？などの問合せもあり、笑いました。

　歳のせいもあるかとは思いますが、やはり、愛娘と一
緒にご飯を食べたり、遊びたいなあ。という気持ちが何
よりになってきたからなんですが、習い事なんかも忙しく
なってきて、相手をしてもらえない時間も増えてきました
ので、そろそろ、夜のクラブ活動も再開しようかと思いま
すので、また、お誘いいただければと思います。
　再開という点では、 ４～ ５ 年前から野球も少しするよ
うになりました。年１回開催される高校球児の聖地【甲
子園球場】での試合に向けて、練習なんかをするように
なりました。
一昨年、昨年は残念ながら雨天のために試合ができ

ませんでした。余談ですが、おっさん達がやるような草
野球では小雨でも降ったら、その日の試合は全て中止と
なります。なんでやねん。って、つっこみたくなるような
塩対応ですが、グランド整備に心血を注ぐ、流石の阪神
園芸さんです。整備用のトンボひとつ触らせてもらえませ
んので。

写真撮影・提供：
　　　神戸支部　
　　　部屋　昇壮

　今年は ２年ぶりに試合をすることができました。１７時
からの最終試合だったこともあり、内野だけですが照明
も点灯され、楽しい時間を過ごすことができました。
　趣味の変化だけになってしまいましたが、仕事のやり
方や事務所運営なんかも変化してきました。 ４～ ５ 年後
には仕事や趣味、ライフスタイルも変わっていくことでしょ
う。より良い変化となるように未来を見据えて準備し、
その変化を楽しみながら、そのひと時を大切に過ごして
いかないといけないなあと思います。
　どのように変わったのか ４～ ５ 年後にまた、寄稿する
機会がありましたら。 （神戸支部　樋口　敦仁）
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神戸支部

梅　田　啓　人
「対回観測の追懐」

　釈迦に説法ですが、基準点測量の観測方法には対回

（ついかい）観測という方法があります。トータルス

テーションで基準点の後視方向を ０度付近で観測し、

他の基準点を観測し終えた後、望遠鏡を反転して再度

各基準点を観測し、最後に最初の点を観測して正・反

の角度差を確認します。本来はトータルステーション

の正・反の軸誤差を消去するために行うものですが、

一番大切なのは、その場で観測に間違いがないかを確

認できることです。

　前置きが長くなりましたが、私が過去に経験した事

例についてお話しします。

２０代に勤務していた事務所は、専ら土地家屋調査士

業務に関する測量が中心でした。上司である測量士は

資格を持っていましたが、公共測量の経験はありませ

んでした。入社間もない頃に公共測量に準じた仕様の

業務があり、対回観測ができるのは測量学校を卒業し

たばかりの私だけという状況でした。基準点測量の精

度確認も、閉合または結合トラバースの計算書のみと

いった程度でした。

　入社して ２、 3年した頃でしょうか。私が入社する

以前に上司の測量士が測量を担当し、境界確認を行っ

た現場でこの度建物が取り壊され、その際に亡失した

境界点の復元依頼がきたので、その上司と現地に行き

ました。過去に使用した敷地内の基準点が亡失してい

たため、道路に残っていた基準点を使用し、新たに敷

地内に基準点を設置して、復元点の座標値に基づいて

角度を振ったところ、全く違う位置にきてしまいまし

た。上司は私の計算間違いだと思っていましたが、再

確認すると、境界確認当時の基準点測量が間違ってい

ることが判明しました。当時は建物や物置があったた

め、閉合トラバース測量ができなかったとのことです。

また、その当時は対回観測をしておらず、基準点測量

の誤差の大きさを確認していなかったうえ、境界線の

辺長確認もできなかったそうです。せめて対回観測を

行っていれば防げていたかもしれない事例です。その

時、顔面蒼白になった上司の顔は、いまだに忘れるこ

とができません。

　それ以降は当然ながら、事務所内で基準点測量を行

う際の対回観測が徹底されました。ただ、トータルス

テーションを使っているにもかかわらず、測量ソフト

との互換性がなかったので、手書きで野帳に記入し、

手計算・手入力をしていたので、とても面倒でした。

　時を経て、私は本会技術対策委員会に入り、測量基

礎講座で測量の技術指導を行うようになりました。受

講者の方には、対回観測は必ず行うよう指導している

ことは言うまでもありません。１４条地図整備に携わっ

ている会員の皆さんはご理解されていると思いますが、

対回観測を行っていない、あるいは知らない会員がお

られるとも耳にします。自分自身を守るためにも、対

回観測は必ず行いましょう。分からない、勉強したい

という方は、ぜひ毎年秋に開催されている測量基礎講

座にご参加ください。ベテランの方でも、あえて初心

にかえり、再確認することも、たまにはよいのではな

いでしょうか。
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部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 令和 8年 1月 1日
至 令和 8年 6月30日

総　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月 ７ 日（水） 法務局新年挨拶 神戸地方法務局 三嶋会長、山本・向井・島本・高見各副会長出席

１月 ７日（水） 新入会員面談 本会会議室 １名

１月 ９日（金） 登録証交付 本会会議室 １名

１月１3日（火） 令和 ７年度第１９回統一システム
選考委員会 WEB会議 村上事務局長出席

１月１４日（水）
～ １月１５日（木）全国会長会議 東京ドームホテル 三嶋会長出席

１月１５日（木）

令和 ７年度第 3回全国統一情報
共有・会員管理システム協議会
及び第 ４回統一システム選考委
員会

WEB会議 村上事務局長出席

１月２２日（木） 総合役員会 本会会議室 分科会報告

１月２２日（木） 理事会 本会会議室 会費について他

１月２８日（水） 登録証交付 本会会議室 3名

１月２８日（水） 新入会員面談 本会会議室 １名

１月２９日（木） 近ブロ総務・財務合同部会 WEB会議 長谷川総務部長、渡邊財務部長出席

２月 ６日（金） 近畿各会正副会長会議 クサツエストピアホ
テル 三嶋会長、山本・向井・島本・高見各副会長出席

２月 ６日（金） 近ブロ調査士会・公嘱協会・政
治連盟意見交換会

クサツエストピアホ
テル 三嶋会長、山本・向井・島本・高見各副会長出席

２月１８日（水） 登録証交付 本会会議室 １名

２月２０日（金） 近ブロ総務部会 奈良会会館 長谷川総務部長出席

２月２６日（木） 常任理事会 本会会議室 各部事業の執行状況について他

3月 3日（火） 新入会員面談 本会会議室 １名

3月 ８日（日） 大阪会）中林名誉会長黄綬褒章
受章記念祝賀会 ホテル日航大阪 三嶋会長、橋詰名誉会長、樋口理事出席

3月１７日（火） 新入会員面談 本会会議室 １名

3月１９日（木） 第 ５回「大阪・関西万博」ひょ
うご活性化推進協議会 WEB会議 三嶋会長出席

3月１９日（木） 登録証交付 本会会議室 １名

3月２3日（月） 近ブロ正副会長会議 奈良会会館 三嶋会長出席

3月２６日（木） 理事会 本会会議室 令和 ７年度事業報告及び令和 ８年度事業計画、予算案
について他

４月 ４日（土） 滋賀会）中野正章氏黄綬褒章受
章記念祝賀会 琵琶湖ホテル 三嶋会長出席

４月 ８日（水） 法務局着任あいさつ 本会会議室 三嶋会長、向井副会長、長谷川総務部長、渡邊財務部
長出席

４月 ８日（水） 総務・財務合同部会 本会会議室 令和 ７年度共済特別会計繰越金の処分案について他

４月 ９日（木） 新入会員面談 本会会議室 ２名

４月 ９日（木） 登録証交付 本会会議室 3名

４月 ９日（木） 常任理事会 本会会議室 決算監査について他

４月１７日（金） 神戸支部総会 楠公会館 三嶋会長出席

４月１７日（金） 但馬支部総会 アールベルアンジェ
豊岡 高見副会長出席

４月１７日（金） 淡路支部総会 夢海游 淡路島 山本副会長出席

４月１８日（土） 明石支部総会 琵琶湖グランドホテ
ル 三嶋会長出席

４月１８日（土） 東播支部総会 アピカ西脇ロイヤル
ホテル 高見副会長出席
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部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 令和 8年 1月 1日
至 令和 8年 6月30日

総　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

４ 月２２日（水） 新入会員面談 本会会議室 １名

４月２２日（水） 姫路支部総会 播磨国総社會舘 三嶋会長出席

４月２２日（水） 加古川支部総会 加古川駅前市民交流
ひろば 島本副会長出席

４月２3日（木） 西播支部総会 国民宿舎　志んぐ荘 向井副会長出席

４月２４日（金） 阪神支部総会 西宮神社会館 三嶋会長出席

４月２４日（金） 伊丹支部総会 ユニトピアささやま 島本副会長出席

５月 ８日（金） 常任理事会 本会会議室 定時総会の運営について他

５月１１日（月） 登録証交付 本会会議室 １名

５月１3日（水） 兵庫県司法書士会総会 ホテルオークラ神戸 山本副会長出席

５月１４日（木） 総務部会 本会会議室 令和 ８年度定時総会の運営について他

５月１４日（木） 登録証交付 本会会議室 ２名

５月１４日（木） 理事会 本会会議室 令和 ８年度定時総会の議事について他

５月１８日（月）
全日本不動産協会兵庫県本部・
不動産保証協会兵庫県本部・全
国不動産協会兵庫県本部総会

ANAクラウンプラザ
ホテル神戸 高見副会長出席

５月１８日（月） 近ブロ正副会長会議 奈良会会館 三嶋会長出席

５月１８日（月） 近ブロ正副会長・部会長会議 奈良会会館 三嶋会長、島本副会長出席

５月１９日（火） 新入会員面談 本会会議室 １名

５月１９日（火） 定時総会打合せ 本会会議室 令和 ８年度定時総会の運営について他

５月２１日（木） 第８５回　定時総会 ザ・マーカススクエ
ア神戸 １４１名出席

５月２２日（金） 兵庫県宅地建物取引業協会総会 ANAクラウンプラザ
ホテル神戸 向井副会長出席

５月２７日（水） 兵庫県建築士事務所協会総会 神戸三宮東急REIホ
テル 高見副会長出席

５月２８日（木） 兵庫県行政書士会総会 神戸ポートピアホテ
ル 三嶋会長出席

５月２９日（金） 兵庫県不動産鑑定士協会総会 エスタシオン・デ・
神戸 島本副会長出席

６月 ４日（木） 近畿税理士会神戸支部総会 エスタシオン・デ・
神戸 三嶋会長出席

６月 ９日（火） 兵庫県社会保険労務士会総会 ホテルオークラ神戸 山本副会長出席

６月１１日（木） 登録証交付 本会会議室 １名

６月１１日（木） 常任理事会 本会会議室 今年度の事業について他

６月１６日（火） 新入会員面談 本会会議室 １名

６月１６日（火）～
６月１７日（水） 連合会　第８3回　定時総会 東京ドームホテル 三嶋会長、島本副会長、福田・阪本・志積各理事出席

６月１７日（水）
令和 ８年度第 １回全国統一情報
共有・会員管理システム協議会・
第 １回統一システム選考委員会

WEB会議 村上事務局長出席

６月１７日（水） 日本公認会計士協会兵庫会総会 神戸ポートピアホテ
ル 向井副会長出席

６月２４日（水） 兵庫県弁護士会総会 神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル 島本副会長出席
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部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 令和 8年 1月 1日
至 令和 8年 6月30日

広　　　報　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２８日（水） 広報部会 本会会議室 令和 ７年度事業について他

２月１０日（火） 兵庫県との打合せ 兵庫県庁 三嶋会長、山本副会長、庄広報部長、齋藤広報部員、
村上事務局長出席

２月２０日（金） 近ブロ広報部会 京都会会館 庄広報部長出席

２月２０日（金） 兵庫県との打合せ 兵庫県庁 庄広報部長、村上事務局長出席

２月２４日（火） 立命館大学寄付講座令和 ８年度
に向けた講師打合せ

立命館大学大阪いば
らきキャンパス 神戸支部　部屋会員、神戸支部　大平会員出席

3月 ４日（水） 大阪会）外部講師養成講座 大阪会会館 神戸支部　部屋会員、齋藤広報部員出席

3月 ５日（木） 神戸新聞取材対応 兵庫県庁 三嶋会長、山本副会長、庄広報部長、梅田広報副部長、
村上事務局長出席

3月１７日（火） 開業セミナー 本会会議室 ２名

４月 １日（水） 広報部会 本会会議室 今年度の事業について他

４月 ９日（木） 開業セミナー 本会会議室 １名

４月１６日（木）
令和 ８年度第 １回「お悩みパー
フェクト相談会」担当者打ち合
せ会議

兵庫県建築士事務所
協会会館 山本副会長、庄広報部長出席

６月 ２日（火） 広報部会 本会会議室 会報夏季号について他

６月１１日（木） 開業セミナー 本会会議室 １名

６月１２日（金） 令和 ８年度立命館大学寄附講座
期末レポート課題検討会議

立命館大学大阪いば
らきキャンパス 神戸支部　大平会員、神戸支部　部屋会員出席

業　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月 ９ 日（金） 表示登記研究会・事務連絡会 本会会議室 業務部集約の質問・要望事項について他

２月 ４日（水） 業務部会 本会会議室 来年度事業計画及び予算案について他

２月１3日（金） 近ブロ業務部会 滋賀会会館 福田業務部長出席

3月２６日（木） 官民協定協議会 兵庫県庁 業務部集約意見及び要望事項の協議について他

６月 3日（水） 業務部会 本会会議室 今年度事業について他

財　　　務　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２２日（木） 監事会 本会会議室 常任理事会、理事会の出席について他

１月２９日（木） 近ブロ総務・財務合同部会 WEB会議 長谷川総務部長、渡邊財務部長出席

２月２０日（金） 近ブロ財務部会 WEB会議 渡邊財務部長出席

４月 ８日（水） 総務・財務合同部会 本会会議室 令和 ７年度共済特別会計繰越金の処分案について他

４月 ８日（水） 退会一時金配分委員会 本会会議室 令和 ７年度共済特別会計繰越金の処分案について他

４月 ９日（木） 監事会 本会会議室 決算監査の打合せ他

４月 ９日（木） 決算監査 本会会議室 令和 ７年度決算監査

６月 ６日（土） 中四国ブロック親睦ゴルフ大会 kochi黒潮カントリー
クラブ 三嶋会長、長谷川・庄・志積各理事出席
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部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 令和 8年 1月 1日
至 令和 8年 6月30日

社　会　事　業　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２２日（木） 社会事業部会 本会会議室 筆界調査委員による勉強会について他

１月２８日（水） 子どもを守る１１０番の家・店・
車ネットワーク会議

兵庫県警察本部第二
庁舎 志積社会事業部長出席

１月２８日（水） 近畿災害対策まちづくり支援機
構第５７回幹事会 WEB会議 島本委員、志積委員出席

２月１3日（金） 近ブロ社会事業部会 本会会議室 三嶋会長、島本副会長、志積社会事業部長出席

２月１８日（水） 筆界調査委員による勉強会 あすてっぷKOBE 3６名受講

3月１０日（火） 筆界特定と土地家屋調査士会
ADRとの連絡会 神戸地方法務局 島本副会長、志積社会事業部長、和泉社会事業副部長、

田中・丸山両社会事業部理事、竹島センター長出席

3月１２日（木） 神戸市との打合せ 本会会議室 志積社会事業部長出席

3月１７日（火） 近畿災害対策まちづくり支援機構
令和 ７年度臨時総会・第５８回幹事会 WEB会議 島本委員出席

3月２０日（金）
～ 3月２１日（土）

近畿災害対策まちづくり支援機
構）石川県能登市相談会 石川県能登市 島本副会長出席

3月２3日（月） 三田市議会議員狭あい道路解消
説明会

三田市議会創志会議
員室 島本副会長、伊丹　福岡会員出席

3月２６日（木） 三田市会議員との狭あい道路に
関する勉強会 さんだ市民センター

三嶋会長、島本副会長、志積社会事業部長、和泉社会
事業副部長、田中社会事業部理事、伊丹支部　中田・
福岡両会員出席

3月3１日（火） 公明党神戸市会議員団との狭あ
い道路に関する勉強会 神戸市役所 島本副会長、志積社会事業部長、和泉社会事業副部長、

丸山社会事業部理事出席

５月１４日（木） 社会事業部会 本会会議室 今年度事業について他

５月１８日（月） 近畿災害対策まちづくり支援機
構第５９回幹事会 WEB会議 志積委員出席

６月１２日（金） 大阪公嘱設立４０周年記念講演会 エル・おおさか 島本副会長・志積社会事業部長出席

研　　　修　　　部
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２２日（木） 研修部会 本会会議室 第 3回選択研修会について他

２月２２日（日）
～ ２月２3日（月）連合会新人研修

新大阪ワシントンホ
テルプラザ １５名受講

２月２２日（日） 近ブロ研修部会 新大阪ワシントンホ
テルプラザ 阪本研修部長出席

3月 3日（火） 第 3回選択研修会 あすてっぷKOBE ６3名受講

3月１3日（金） 第 ２回業務研修会 神戸市産業振興セン
ター・WEB配信 ２５９名受講

６月3０日（火） 近ブロ研修部会 WEB会議 阪本研修部長出席

技術対策委員会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月１６日（金） 法務局）不動産表示登記実地研
修 魚崎地域福祉センター 高見副会長、梅田技術対策委員長、関技術対策委員出

席

２月１3日（金） 技術対策委員会 本会会議室 次年度事業計画及び予算案について他

3月１3日（金） 技術対策デモ説明会 WEB会議 高見副会長、梅田技術対策委員長、加藤・関両技術対
策委員出席

６月１２日（金） 技術対策委員会 本会会議室 今年度事業について他

６月１９日（金）
～ ６月２０日（土）CSPI-EXPO視察 幕張メッセ 梅田技術対策委員長、加藤技術対策副委員長出席
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部 会 ・ 委 員 会 報 告 自 令和 8年 1月 1日
至 令和 8年 6月30日

境界問題相談センターひょうご
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２０日（火） 推進委員会 本会会議室 令和 ８年度事業計画案及び予算案について他

１月２０日（火） 運営委員会 本会会議室 令和 ８年度事業計画案及び予算案について他

3月 3日（火） 推進委員会 あすてっぷKOBE センター（選択）研修会について他

3月 ４日（水） 運営委員会 本会会議室 運営状況報告他

６月 ９日（火） 運営委員会 本会会議室 今年度の事業計画について他

支 部 長 会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

１ 月２２日（木） 支部長会 本会会議室 各支部の情報交換について他

２月２０日（金） 近ブロ支部長会議長等交流会 奈良会会館 安西支部長会議長出席

3月２４日（火） 支部長会 WEB会議 会費見直しにかかる本会からの意見聴取について他

４月 ８日（水） 支部長会 本会会議室 各支部の情報交換について他

情報管理委員会
開　催　日 行　事　名 場　　所 議　　題　　等

２ 月１０日（火） 3会意見交換会 大阪会会館 三嶋会長、島本副会長、田中情報管理委員長、池端情
報管理副委員長出席

２月１７日（火） 情報管理委員会 本会会議室 各支部担当委員による作業報告他

６月 ５日（金） 情報管理委員会 本会会議室 今年度事業について他
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支　部

阪
神

入会年月

Ｒ
８
・
１
・
13

ばば　　　ひとし

馬場　与志

登 録 番 号 2 6 0 9

事務所 〒663-8006　西宮市段上町 １丁目 ７－ ４　　　 司
行
測

T E L 070（6620）8980 FAX

E-mail babagodo２０２６０１０１@outlook.jp
支　部

加
古
川

入会年月

Ｒ
８
・
１
・
13

まつもと　こうすけ

松本　幸祐

登 録 番 号 2 6 1 0

事務所 〒675-0158　加古郡播磨町北野添 １丁目 ７－ ７ 測補

T E L 078（223）9096 FAX 078（202）2986

E-mail matsumoto８５１０@gmail.com

○入会届

支　部

阪
神

入会年月

Ｒ
８
・
１
・
20

ふじた　　ゆか

藤田　由華

登 録 番 号 2 6 1 1

事務所 〒663-8211　西宮市今津山中町 １－２２－２０５ 測補
認

T E L 070（1624）3171 FAX 050（3383）4093

E-mail clala.lhi@gmail.com
支　部

神
戸

入会年月

Ｒ
８
・
２
・
10

なかお　　ともひこ

中尾　友彦

登 録 番 号 2 6 1 2

事務所 〒655-0006　神戸市垂水区本多聞 ６－２８－２１ 行
測補

T E L 078（783）2468 FAX 078（784）7894

E-mail tkc.nakao@gmail.com
支　部

姫
路

入会年月

Ｒ
８
・
３
・
10

まえだ　　しょう

前田　祥

登 録 番 号 2 6 1 3

事務所 〒670-0053　姫路市南車崎 ２丁目 3－４８
三幸ビル２０２号室

測補

T E L 079（260）8347 FAX 079（260）8348

E-mail info@yui-sokuryo.com
支　部

但
馬

入会年月

Ｒ
８
・
４
・
１

なかしま　ようへい

中島　陽平

登 録 番 号 2 6 1 4

事務所 〒668-0014　豊岡市野田１４４ 行
測補

T E L 090（5653）7812 FAX 0796（24）1766

E-mail y.nakashima3１０７@gmail.com
支　部

東
播

入会年月

Ｒ
８
・
４
・
１

よしだ　　なおふみ

吉田　尚史

登 録 番 号 2 6 1 5

事務所 〒675-2413　加西市青野町１０3９－ ２ 測補

T E L 090（2110）4119 FAX

E-mail yoshidachosashi４７６@gmail.com
支　部

神
戸

入会年月

Ｒ
８
・
４
・
１

まつお　　あつし

松尾　厚志

登 録 番 号 2 6 1 6

事務所 〒650-0021　神戸市中央区三宮町 １丁目 3－１５

T E L 078（392）3277 FAX 078（331）7906

E-mail matsuo@to-ki.gr.jp
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支　部

阪
神

入会年月

Ｒ
８
・
５
・
１

いは　　　ゆうき

伊波　裕樹

登 録 番 号 2 6 1 8

事務所 〒661-0023　尼崎市大西町 3丁目１７－２０　 測補

T E L 06（6428）0101 FAX 06（6426）1123

E-mail ihayuki５１@gmail.com
支　部

神
戸

入会年月

Ｒ
８
・
５
・
１

もりた　　はじめ

森田　元

登 録 番 号 2 6 1 9

事務所 〒650-0021　神戸市中央区三宮町 １丁目 3－１５
　　

測補

T E L 078（392）5533 FAX 078（331）7906

E-mail morita@to-ki.gr.jp
支　部

神
戸

入会年月

Ｒ
８
・
６
・
１

かめい　　よしのり

亀井　義記

登 録 番 号 2 6 2 0

事務所 〒657-0054　神戸市灘区稗原町 3丁目 ２－１６
ABCヒルズ六甲２０２号室　

測補

T E L 078（767）4667 FAX 078（767）4667

E-mail fenechune５２２１@kje.biglobe.ne.jp

支　部

阪
神

入会年月

Ｒ
８
・
５
・
１

さかもと　あやこ

坂本　亜矢子

登 録 番 号 2 6 1 7

事務所 〒660-0077　尼崎市大庄西町 １丁目１７－１０　 測補

T E L 070（9189）4033 FAX

E-mail sakkuru００@gmail.com

○名簿記載事項変更・訂正

登録番号 会員名 名簿記載事項 支部 名簿頁

１４７５ 鷲　陽之助 （E-mail）youwashi@gmail.com 明石 １０２

２１５０ 大森　良明 （E-mail）chosashi.yomori2001@gmail.com 但馬 １１７

１７２４ 大岡　千年 （E-mail）bighill5805@gmail.com 明石 ９７

１７７3 岡田　卓也 （E-mail）kuyatakuya1012@gmail.com 姫路 ６９

２５４７ 橘　幹治郞 （E-mail）k.tachibana@akashi-links.jp 明石 ９９
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○事務所変更届
登録番号 会員名 事務所 電話・FAX 支部 名簿頁

２５3４ 丸山　雅史 〒６７５-００２１
加古川市尾上町安田１１５－ ６

TEL　変更なし
FAX　変更なし 加古川 ９１

１８４６ 水田　和彦 〒６７４-００５3
明石市大久保町松陰3２９－ ４

TEL　０７８（２０２）１２3５
FAX　０７８（２２０）７８3０ 明石 １０１

２3６９ 井上　勝彦 〒６７７-００５４
西脇市野村町１７９５－２７１

TEL　変更なし
FAX　変更なし 東播 １２５

２１４７ 佐伯　　光
〒６６3-８１１２
西宮市甲子園口北町
２－ ９－２０４号

TEL　変更なし
FAX　変更なし 阪神 ４3

１７２４ 大岡　千年 〒６５１-２４１２
神戸市西区竜が岡 ４丁目 ７－ ５

TEL　変更なし
FAX　変更なし 明石 ９７

１４９５ 梅谷　　均 〒６７６-０００７
高砂市荒井町中町 １－２８

TEL　変更なし
FAX　変更なし 加古川 ８７

２４６９ 舩江　寛克 〒６７６-０００７
高砂市荒井町中町 １－２８

TEL　変更なし
FAX　変更なし 加古川 ８４、９１

２１3４ 梶原　俊隆 〒６７５-０１０４
加古川市平岡町土山６５－ ２ 　１０１

TEL　変更なし
FAX　変更なし 加古川 ８８

２５４１ 熊橋　慶也 〒６７０-０８７１
姫路市伊伝居４６５－１２

TEL　変更なし
FAX　変更なし 姫路 ６５、７１
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○法人事務所変更届
法人番号 法人名 事務所 電話・FAX 名簿頁

１４-００１８ 土地家屋調査士法人まるやま 〒６７５-００２１
加古川市尾上町安田１１５－ ６ 変更なし １４１

○支部移動届
　（姫路支部→西播支部）
支　部

西
播

移動年月

Ｒ
８
・
２
・
１

たなか　　ともや

田中　智也

登 録 番 号 2 6 0 5

登録年月日 令和 ７年１０月 １ 日

事務所 〒679-4167  たつの市龍野町富永７５１－ ５ 測補

T E L 0791（78）8715 FAX 0791（78）8716

E-mail info@tanaka-lahi.jp

　（姫路支部→神戸支部）
支　部

神
戸

移動年月

Ｒ
８
・
４
・
１

なむら　　よしき

名村　佳起

登 録 番 号 2 6 0 4

登録年月日 令和 ７年 ９月 １日

事務所 〒650-0034　神戸市中央区京町７４ 測補

T E L 078（334）7015 FAX 078（334）7018

E-mail namura@jfd.jp

　（阪神支部→神戸支部）
支　部

神
戸

移動年月

Ｒ
８
・
５
・
21

きはた　　かつのり

木畑　勝則

登 録 番 号 2 4 3 6

登録年月日 平成２６年 3 月１０日

事務所 〒657-0043　神戸市灘区大石東町 １丁目 １－２１６ 測補

T E L 090（9210）4936 FAX

E-mail katsunorikihata@gmail.com

○法人成立
ハーモニー土地家屋調査士法人 従 法人番号 ０１-０１２１-１４-００１６

事務所 〒６５７-００２９	神戸市灘区日尾町 １丁目 １－ ５

TEL 078（858）6011 FAX 078（858）6012
社員名 髙橋　了

神戸

Ｒ
7
・
８
・
８

土地家屋調査士法人木村測量事務所 主 法人番号 １４-００２０

事務所 〒６５５-０００６	神戸市垂水区本多聞 ６丁目２８－２１

TEL 078（783）2468 FAX 078（784）7894
社員名 長鴫　浩二、中尾　友彦（使用人）

神戸

Ｒ
８
・
2
・
13

齋藤千起土地家屋調査士法人 主 法人番号 １４-００２１

事務所 〒６６１-００33 尼崎市南武庫之荘 3丁目２４－２０

TEL 06（7777）1725 FAX 06（7777）1725
社員名 齋籘　千起

阪神

Ｒ
８
・
5
・
1８
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○退会届
登録番号 会員名 退会年月日 事　由 支部 名簿頁
２４８７ 上田　利喜男 Ｒ ８．２．２８ 廃　業 西播 １０７、１４６
１６８１ 熊澤　務 Ｒ ８．3．２５ 廃　業 加古川 ８９、１４８
１７４９ 足立　正 Ｒ ８．3．２５ 廃　業 明石 ９７、１４５
２５９０ 山田　宏一 Ｒ ８．3．3１ 退　会 神戸 3０、１５５
２５７１ 清水　皓太 Ｒ ８．４．１ 退　会（福岡会へ） 阪神 3８、４４、１４９
１７２3 木村　高幸 Ｒ ８．５．７ 廃　業 姫路 ７１、１４８

①兵庫県加古郡播磨町
②手当が充実しており住みやすい。
（加古郡播磨町）
③父の影響で調査士を知りめざす
ようになった。
④子供と遊ぶ。
⑤家族で出かける。
⑥これから見つけていこうと思い

ます。
⑦先輩方の作りあげてきたものをさらに大きなものに
できるように精一杯頑張ります。

加古川支部
松本　幸祐

新 入 会 員
ア ーン ケ ト

①出身地はどこですか？　　②あなたの住んでいるまちの自慢をしてください。
③調査士になったきっかけは？　　④仕事から帰ってのお楽しみは？？
⑤好きな休日の過ごし方は？
⑥ちょっぴり自慢出来ることを教えてください。
⑦最後に土地家屋調査士としての意気込みをお願いします。

～訃　報～ つつしんでご冥福をお祈りいたします。

神戸支部　平野 文昭 殿（享年９５歳）
は、令和 ８年 ４月２８日にご逝去されま
した。
（昭和3１年 ８月１０日入会）

伊丹支部　織田 浩司 殿（享年６８歳）
は、令和 ８年 ６月２日にご逝去されま
した。
（平成 ７年 ６月１２日入会）

神戸支部　黒田 隆朝 殿（享年７５歳）
は、令和 ８年 ５月１５日にご逝去されま
した。
（昭和５４年 ４月１８日入会）

①兵庫県西宮市
②直通特急も止まる甲子園駅に近
く、大阪と神戸がほぼ等距離な
ので、どちらも行きやすいです。
また、ららぽーとやスーパーも
近いため、買い物には不自由し
ません。
　（西宮市甲子園七番町）

③西宮市役所の土木調査課に異動になった際に土地家
屋調査士という資格を知りました。働いていく中で
不動産に関わる仕事が楽しく感じたため、資格を取
得しました。
④ ４歳の娘と ２歳の息子と一緒にご飯を食べることや
遊ぶことです。
⑤子どもたちと動物園や水族館、ユニバなどに行くこ
とです。子どもたちが喜ぶ顔を見ることでもっと自
分も頑張ろう！と元気をもらっています。

阪神支部
馬場　与志

⑥司法書士の資格も持っているためワンストップで登
記をすることができます。
⑦何か困ったことがあったらこの人に聞いてみよう！
と思われる人になる！！
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①兵庫県揖保郡太子町
②ラストサムライや軍師官兵衛の
ロケ地でもある書写山が近い。
（姫路市御立西）
③測量の仕事に携わっていると調
査士業は切っても切り離せない
士業のため自分も取得しようと
思いました。

④家族とふれあい。
⑤家でゴロゴロする。
⑥最近延伸開業した北陸新幹線延伸工事の測量に携わ
ったこと。
⑦まだまだ知らないことも多いですが日々勉強しなが
ら調査士としての業務を遂行していきたいです。

姫路支部
前田　祥

①兵庫県養父市八鹿町
②城崎温泉が有名ですが、最近は
「国宝」人気の永楽館がありま
す。（豊岡市）
③妻の父親が調査士だったことも
あり、勉強してみようと思いま
した。
④おつまみを作る。

⑤子供と遊んだり、ドライブしたり。
⑥ ７日間しかない昭和６４年生まれです。
⑦地域の皆様に信頼される調査士となれるように日々
勉強して参ります。よろしくお願い致します。

但馬支部
中島　陽平

①岡山県岡山市
②近所に美味しいパン屋さん、素
敵なマスターの喫茶店がありま
す！（西宮市今津山中町）
③入社する会社は潰れたり…私が
バリバリ働くことを叶えるには
士業くらいの資格をとって独立
するしかない！と思い、消去法

で一番条件に合うものを選びました。
④お風呂
⑤レトロ喫茶に行く、読書、旦那とペットショップで
動物を眺める。
⑥事務所がPOPで可愛いこと☆彡
⑦土地家屋調査士の名に恥じぬよう、誠実に業務に取
り組みたいと思います。また、積極的に関わりを持
ち、横の繋がりを大切にする調査士の素敵な伝統を
私も守り続けたいです。そして、こんなにも素敵な
土地家屋調査士という仕事が、もっとみんなに知っ
てもらえるよう微力ながら頑張りたいと思います。

阪神支部
藤田　由華

① 3歳から神戸在住です。大阪府
堺市生まれです。
②明石海峡大橋から淡路島にかけ
ての景色がとても奇麗です。（神
戸市垂水区）
③知り合いの人が調査士で人生を
謳歌しているように見えたので
目指しました。

④晩御飯です。
⑤ガーデニングと登山です。
⑥長年引越し業界におりましたので、新築の表題登記
にいった際は冷蔵庫等の大型家電や大型家具の搬入
経路が見えてきます。
⑦国民生活の安定と向上に資することを使命とします。

神戸支部
中尾　友彦

①兵庫県加古川市です。
②食べたいものや欲しいものが街
に出ればほぼなんでもそろうと
ころです。（神戸市中央区）
③今勤めている法人での仕事をき
っかけに調査士の資格を取得し
ようと思いました。
④晩ごはんの時にお酒をのむのが

たのしみです。
⑤家にいることが多いですが、たまに外に出かけるの
も嫌いではないです。
⑥年齢とともに朝おきるのがつらくなくなりました。
⑦土地家屋調査士として恥ずかしくない知識と技術を
備え、依頼者の方々に満足していただくとともに、
正確な業務をできるよう務めていきます。

神戸支部
松尾　厚志

①兵庫県西脇市南旭町出身です。
②緑が多く、暮らしやすいところ
です。（西脇市南旭町）
③前職で土地に関する業務を取り
扱うことが多かったので、土地
家屋調査士に興味を持ちました。
④特になし
⑤喫茶店・温泉巡り

⑥幸運にも、一度目の受験で土地家屋調査士試験に合
格することができたことです。
⑦若輩者ですが、これからどんどん知見を広めていき、
公正・誠実な土地家屋調査士になれるよう業務に取
り組んでいきます。

東播支部
吉田　尚史
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①兵庫県尼崎市
②交通の利便性がよく、再開発に
よる美しい街並み、豊かな文化
そして住みやすい街です。（尼
崎市尾浜町）
③調査士事務所に補助者として就
職して、調査士の仕事にやりが
いを感じたため

④ペットの散歩
⑤子供のバスケの練習や試合の観戦
⑥特になし
⑦さまざまな依頼に対応できるように信頼される調査
士を目指します。

阪神支部
伊波　裕樹

①兵庫県神戸市
②周辺は店舗等が充実しており生
活しやすく、 ５月にはだんじり
祭りがあり活気を感じます。（神
戸市東灘区）
③登記申請業務だけでなく、測量
作業のある土地家屋調査士の仕
事にやりがいを感じ資格取得を

目指しました。
④テレビを見ながら、ビールを飲むこと。
⑤定期的に地元の仲間と六甲山に登山すること。
⑥特にありません。
⑦現場測量や図面作成は得意ですが、登記については
経験が少ない為、知識を増やしていきたいと思いま
す。

神戸支部
亀井　義記

①兵庫県太子町
②都会すぎず、田舎すぎずちょう
ど良いまちであること。（姫路
市御国野町）
③先行きが不透明な時代ですが、
調査士の仕事はAI等に代替が
難しく、今後も安定した需要が
見込まれると考えたからです。

④妻とだらだら話すこと
⑤筋トレと家でゴロゴロすること
⑥今年の 3月から始めた懸垂が、１０回程度上がるよう
になったこと
⑦現場経験を積みながら、専門知識と測量技術を高め、
一人前の土地家屋調査士として貢献できるように頑
張ります。

神戸支部
森田　元

①大阪市です。
②伊丹市です。市内中心部に比べ
て騒がしさがなく、のんびりと
落ち着いて過ごせるところが気
に入っています。
③知人から勧められたことがきっ
かけです。
④寝る前に好きなテレビを見てリ

ラックスする時間です。
⑤愛犬と一緒に遊びに行くことです。
⑥運動神経と料理には少し自信があります。
⑦まだまだ学ぶことばかりですが、一つひとつ確実に
経験を積み、地域の皆さまのお役に立てる調査士を
目指して努力してまいります。

阪神支部
坂本　亜矢子

「本当に大切なものは目に見えない」
　広報部長に就任して、ちょうど一年が過ぎました。

　土地家屋調査士が世の中でほとんど知られていない

という現実と向き合い続けた一年です。名乗っても伝

わらない。気づかれない。説明しても理解してもらえ

ない。そんな日々が、積み重なっていきます。

　土地家屋調査士に派手な拍手や称賛は似合いま

せん。承認欲求が強い人にとって、この仕事で満た

されることは難しいでしょう。金銭的な成功を求める

のであれば、この延長線上に大金は転がっていないで

しょう。		

　今日もあいかわらず、神経をすり減らす仕事を続け

ています。 世界のどこかで何かの役に立っていると

いう実感は、ほとんど得られません。

　「本当に大切なものは目に見えない」と信じるなら、

この取るに足らない積み重ねのどこかに、大きな価値

が隠れていて、今日も静かに社会を支えているのだろ

う。と自分に言い聞かせます。

　それでも、ただの自己満足なのかもしれないと、さ

らに意味のないことを考えながら、今日も天気は良い

のに現場には行かず、誰の目にも止まらないこの原稿

を何度も書き直しています。 （広報部長　庄　雅宏）

編集後記
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●個別にご加入されるよりも保険料が割安です。

保険金額20 0万円の年間保険料

測量機器総合保険（本制度） ： 3 0 , 0 0 0円

動産総合保険（個別加入） ： 8 3 , 8 2 0円

●免責金額はありません。

●事業用無人ﾍﾘｺﾌ ﾟ ﾀ ｰ （ ﾄ ﾞ ﾛ ｰ ﾝ ）の取扱も開始しました。

測量機器総合保険
（動産総合保険）

のご案内

お問い合わせ先

日本土地家屋調査士会連合会共済会 測量機器総合保険の特徴

会員が所有する測量機器（製品№のある機器に限る）について

業務使用中、携行中、保管中等の

偶然な事故による損害に対し、

保険金をお支払いします。

このチラシは動産総合保険の概要をご説明したものです。詳細はパンフレット等をご覧ください。
ご加入ご検討の方、パンフレットをご希望の方は桐栄サービスまたは三井住友海上までご連絡ください。

日本土地家屋調査士会連合会共済会
取扱代理店 引受保険会社

有限会社桐栄サービス
東京都千代田区神田三崎町１丁目２－１０

土地家屋調査士会館６Ｆ

TEL ０３（５２８２）５１６６

三井住友海上火災保険株式会社
広域法人部営業第一課

東京都中央区日本橋３－５－１９

TEL ０３（６８７７）５３１０

保険期間
２０２６年４月１日午後４時から２０２７年４月１日午後４時まで
※保険期間の中途での加入もできますので、ご希望の場合には桐栄サービスまでご連絡ください。

等

保管中の測量機器が

火災にあい焼失した。
測量中誤って

測量機器を倒し壊れた。

測量機器を事務所、自宅等

に保管中に盗難にあった。

21 3
例えば

約64%
割安!

B25-901237 承認年月 2025年11月

「土地家屋調査士賠償責任保険」とは異なりますのでご注意ください。
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補助者証の更新手続について

　現在、会で発行している補
助者証は左記のタイプです。
発行日と有効期限の記載があ
ります。今、ご使用になって
いる補助者証の日付をご確認
下さい。また、以前のタイプ
の補助者証をお使いの方、有
効期限が切れている方は大至
急！更新手続をお願いいたし
ます。手続方法は下記の通り
です。

●有効期限満了の３か月前から交付の請求ができます。
●今、お使いの補助者証のコピー、写真（３㎝×４㎝、1枚）、更新手数料 1,000円を揃えて、

事務局までお申し出下さい。
●できあがり次第郵送いたします。（作成にお時間を頂きます）

土地家屋調査士補助者証

事務所所在地
　○○○○○○○○

兵庫県土地家屋調査士会

●●　●●

● ● ● ●

土地家屋調査士氏名
登録番号　兵 庫　第×××号
電話番号　××××－××－××××
発 行 日　平成25年1月1日
有効期限　発行日から5年間　発行番号×××番
左の者は当会会員上記土地家屋調査士の
補助者であることを証する昭和55年12月31日生

注意事項

1．本証は業務執行中常に携帯すること。
2．本証は他人に貸与してはならない。
3．退職したときは、15日以内に本会に返納す

ること。
4．記載事項に変更を生じた場合は、15日以内

に本会に提出し訂正を受けること。

兵庫県土地家屋調査士会　電話 078－341－8180

有効期限は発行日から
５年です！

お し ら せお し ら せ
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第35回 調査士兵庫に参加してプレゼントを当てよう！！

クイズに挑戦し、答えが分かった方は解答欄にご記入の上、必要事項・アンケートと共に兵庫県土地家屋調
査士会事務局までファックスにて送って下さい。締め切りは8月31日（月）です。
解答者全員に「調査士グッズ」をプレゼントします。

FAX番号　０７８－３４１－８１１５

ありがとうございました。今後の会報編集の参考にさせていただきます。 なお、プレゼント当選者の発表は賞品の発送にかえさせていただきます。

住　所　〒

氏　名 職　　業

この会報をどこで見ましたか？ 興味があった記事を教えて下さい

会報にて企画して欲しい事などがあればご自由にお書き下さい。

「波」にちなんだクロスワードです。タテ・ヨコのカギ
をヒントにパズルを解き、グレーのマスに入った６文字
を並べかえて、テーマに関係のある言葉にしてくださ
い。

1 波を英語で。○○○○ヘア。マイク
ロ○○○○

2 アイ・マイ・ ○○ ・マイン
3 早口○○○。「見て見て三波春夫の波

乗り」
4 鯛焼きのおなかの中身
5 フリルが波打つメイドさんのコスプ

レ用？
8 高低の差。○○○50メートルの滝
9 2020年東京五輪で正式競技に。会

場は釣ヶ崎海岸
11 香川名物。波打つ「ちぢれ麺」もあ

ります
13 「漣」にサザナミと振る
15 大きく起伏する海の波。たとえて

「時代の○○○」
17 人生山あり谷あり。○○が悪かった

と諦めます
18 シオマネキのチョキは、片方だけが

ビッグ！
20 見てマネしよう。習字の○○○
21 「～ （波線記号）」はチルダ。「→ （矢

印記号）」は？
23 岩場になっている海岸。○○のアワ

ビの片思い
25 潮煮はおいしいなあ。○○もゴクゴ

ク飲み干す

題題
問問

締め切り：8月31日

タテのカギ
1 ニャーニャー鳴くけどカモメの仲間

です
4 元素記号Zn。波板のメッキにも使

います
6 海のスペルは、エス・イー・ ○○
7 カードマジックで使うカード
9 砂砂砂の広野。風紋が波のよう
10 キャンドルからポタポタ落ちる
12 マリン○○○に映える白波
14 さまざまな波長。サントラのサンと

は
16 かすかな風。波は立たないでしょう
19 日本語だと「室内装飾」。このドレ

ープカーテンは素敵ね
22 スターが書くもの。くねくねで元の

字が不明だわ
24 濾過用のペーパー
26 夏の季語「麦の波」。麦でも作るサ

シスセソのソ
27 波打つ紙が間に。何かと便利な○○

○○○

ダイドコロ（台所）

ヨコのカギ

前回
　  の
　 解答

解答欄

アミド マ ミア ズ
ブーロ カベウ ン
ラグ ルハン ド

ケ

チロ モ
ツ
チラカ

ズ
ウ

マ メン ク エ
キストラ プイ リ
トタコ フヤ スダ

ーンカ テー ンナル
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三　嶋　裕　之

（市営地下鉄）

高速神戸駅

湊川神社

バスターミナル

至長田

神戸
地方裁判所 弁護士会館

兵庫県土地家屋調査士会館中央体育館 司法書士
会館

大倉山駅

三井住友銀行 至三
ノ宮
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神戸
駅

令和 8年（第85回）定時総会




